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第25回 住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム プログラム 

 

13:30   開 会 

  

  （敬称略） 

13:05   挨拶 

省ＣＯ2先導型評価委員長・一般財団法人建築環境･省エネルギー機構 理事長  村上 周三 

 

 

13:10   「住宅・建築物に関する省エネ・省ＣＯ２施策の動向」 

 

国土交通省 住宅局住宅生産課 

 

13:30   「令和元年度（第1回）サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）の概評と今後の動向」 

 

エネルギーシステム分野における立場から 

 省ＣＯ2先導型評価委員・東京工業大学 特命教授 柏木  孝夫 

 

省エネ建築・設備分野における立場から 

 省ＣＯ2先導型評価委員・慶應義塾大学 教授 伊香賀俊治 

 

生産・住宅計画分野における立場から 

 省ＣＯ２先導型評価委員・東京大学大学院 教授 清家    剛 

 

  

 

14：15   「令和元年度（第2回）サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）採択事例紹介」 

 

1 ＨＳ計画（清水建設株式会社 北陸支店 新社屋計画） 

 清水建設株式会社 

 

2 地方都市 札幌市における先導的エネルギーセンタープロジェクト 

 北海道ガス株式会社 

3 常盤工業株式会社 本社改築工事 

 常盤工業株式会社 

4 石黒建設株式会社 新社屋建築における省ＣＯ2先導事業  

石黒建設株式会社 

5 多世帯同居住み継ぎ地域に根ざす省CO2改修プロジェクト  

石友リフォームサービス株式会社 

 

15:10～ 15:20  （休憩） 
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15:20    「サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）完了事例紹介」 

 

1 （仮称）新南海会館ビル省CO2先導事業 

南海電気鉄道株式会社 

2 ふくおか小笹賃貸共同住宅における燃料電池を利用したエネルギー融通プロジェクト 

 福岡県住宅供給公社 

3 新市立伊勢総合病院建設計画  

清水建設株式会社 

4 スーパーエコスクール瑞浪北中学校  

岐阜県瑞浪市 

 

16:05   閉 会 
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令和元年 12 月 6 日 

 

 

 

 

 

サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）は、家庭部門・業務部門のＣＯ２排出量

が増加傾向にある中、省ＣＯ２の実現性に優れたリーディングプロジェクトとなる住宅・建

築プロジェクトを公募によって募り、支援することで、省ＣＯ２対策を強力に推進し、住宅・

建築物の市場価値を高めるとともに居住・生産環境の向上を図ることを目的として国土交

通省が実施しています。 

 同事業の令和元年度（第２回）募集に関し、応募提案の評価が終了しました。 

結果を国土交通省に報告するとともに、本研究所ホームページにおいて公表いたしまし

たので、お知らせします。 

 

国立研究開発法人 建築研究所 サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 

ホームページ： https://www.kenken.go.jp/shouco2/ 

 

 

 

１．サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 

・ 省 CO2 の実現性に優れたリーディングプロジェクトとなる住宅・建築プロジェクトを

公募し、採択された事業に対して補助を行うもの。 

・ 国立研究開発法人 建築研究所は、学識経験者からなる評価委員会（別紙）を設置し、

この評価委員会が応募提案の評価を実施。 

 

２．令和元年度（第２回）の公募概要 

（１）募集部門及び優先課題 

• 「一般部門（非住宅、共同住宅、戸建住宅）」「中小規模建築物部門（非住宅）」「LCCM

住宅部門（戸建住宅）注」の３つの部門で募集を行った。 

注）LCCM 住宅部門は令和元年度第 1 回 LCCM 住宅部門の採択事業者を除く事業者が対象 

• 一般部門において、下記の 1～4 の優先課題を設定し、優先課題に対応する取り組みの

積極的な応募を求めた。 

[優先課題] 

課題 1．街区や複数建築物におけるエネルギー融通、まちづくりとしての取り組み 

課題 2．非常時のエネルギー自立と省 CO2の実現を両立する取り組み 

課題 3．被災地において省 CO2の推進と復興に資する取り組み 

課題 4．地方都市等での先導的省 CO2技術の波及・普及につながる取り組み 

 

令和元年度（第２回）サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）の評価結果

を公表しました 

公表しました 
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（２）募集期間 

• 令和元年 8 月 2 日（金）から令和元年 9 月 18 日（水）まで （当日消印有効） 

（３）応募件数 

• 全 14 件 

うち一般部門 4 件、中小規模建築物部門 2 件、LCCM 住宅部門 8 件 

• 一般部門の応募内訳 

応募者は下記の[事業種別]、[建物種別]のそれぞれに該当するカテゴリーを選択して提

案。 

[事業種別] 

 住宅・建築物の新築     2 件 

 既存の住宅・建築物の改修     1 件 

 省 CO2のマネジメントシステムの整備   1 件 

 省 CO2に関する技術の検証（社会実験・展示等）  0 件 

[建物種別] 

 建築物（非住宅）      2 件 

 共同住宅       0 件 

 戸建住宅       2 件 

 

３．評価の概要 

３．１ 一般部門及び中小規模建築物部門 

（１）評価方法 

• 応募のあった 6 件について、学識経験者からなる評価委員会において評価を実施。 

• 評価委員会には「省エネ建築・設備」「エネルギーシステム」「住環境・まちづくり」「生

産・住宅計画」の 4 つの専門委員会を設置。 

• 提出された応募書類に基づき、各専門委員会による書面審査、ヒアリング審査等を経

て作成された評価案をもとに、評価委員会において評価を決定。 

（２）評価結果 

• 別紙の 5 件の提案をサステナブル建築物等先導事業（省 CO2先導型）として適切であ

ると評価。 

• なお、先導事業として適切と評価したプロジェクトの一覧・概評は別紙のとおり。 

３．２ ＬＣＣＭ住宅部門 

（１）評価方法 

• 応募のあった 8 件（応募戸数 71 戸）について、学識経験者からなる評価委員会におい

て評価を実施。 

（２）評価結果 

• 採択方針に基づいて、8 件（2 年間で 53 戸）の提案をサステナブル建築物等先導事業

（省 CO2先導型）として適切であると評価。 

＜採択方針＞ 

・提案内容が事業の要件に適合し、モデルプランが基本要件（LCCO2 算定など）に適

合しているものは採択とする。 

・基本要件への適合が確認できないモデルプランや添付書類の漏れなど、提案申請書類

に重大な不備があり期限までに訂正されなかった提案は、不採択とする。 

・採択された年度を含めて原則 2 年以内に完了する事業を対象とする。 

4



・より多くの事業者が LCCM 住宅の供給に取り組めるよう、提案戸数に沿った配分枠

を基本とする。一方、供給実績等による事業者査定や、予算の公平な配分も踏まえた

上で、年度毎の上限戸数を設定し、配分枠を決定する。 

 

 

 

 

  
内容の問い合せ先 

国立研究開発法人 建築研究所 

所属  省 CO2 先導事業評価室 

氏名  足永靖信、西澤繁毅、 

熊倉永子、牧奈歩 

電話  029-864-6694 

Ｅ-Mail  envco2@kenken.go.jp 
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別紙 

 

1． サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）評価委員・専門委員名簿    

令和元年１１月２２日現在 

 

委員長 村上 周三 一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構 理事長 

評価委員 秋元 孝之 芝浦工業大学 教授 

〃 浅見 泰司 東京大学大学院 教授 

〃 伊香賀 俊治 慶應義塾大学 教授 

〃 伊藤 雅人 三井住友信託銀行 不動産ｿﾘｭｰｼｮﾝ部 環境不動産担当部長 

〃 大澤 元毅 元 国立保健医療科学院 統括研究官 

〃 柏木 孝夫 東京工業大学 特命教授 

〃 佐土原 聡 横浜国立大学大学院 教授 

〃 清家 剛 東京大学大学院 教授 

〃 田辺 新一 早稲田大学 教授 

〃 中野 淳太 東海大学 准教授 

〃 坊垣 和明 東京都市大学 名誉教授 

専門委員 足永 靖信 国立研究開発法人 建築研究所 環境研究グループ長 

（敬称略、五十音順） 

 

2．先導事業として適切と評価したプロジェクトの一覧 

 

建物種別 区分 プロジェクト名 代表提案者 

建築物 

(非住宅) 

/一般部門 

新築 
HS 計画（清水建設株式会社 北陸支店 

新社屋計画） 
清水建設株式会社 

マネジ

メント 

地方都市 札幌市における先導的エネル

ギーセンタープロジェクト 
北海道ガス株式会社 

建築物 

(非住宅) 

/中小規模建

築物部門 

新築 

常盤工業株式会社 本社改築工事 常盤工業株式会社 

石黒建設株式会社 新社屋建築における

省ＣＯ２先導事業 
石黒建設株式会社 

戸建住宅 

/一般部門 
改修 

多世帯同居住み継ぎ地域に根ざす省ＣＯ２

改修プロジェクト 

石友リフォームサー

ビス株式会社 
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（１）総評 

[一般部門及び中小規模建築物部門] 

① 応募総数は 6 件で、前年度同時期の募集（平成 30 年度第 2 回、計 13 件）と比べて

減少した。 

② 一般部門の提案において対応する優先課題の件数は、課題 1（エネルギー融通・ま

ちづくり）が 1 件、課題 2（非常時のエネルギー自立と省 CO2の両立）が 3 件、課

題 3（省 CO2と復興）はなし、課題 4（地方都市等への波及、普及）が 3 件であっ

た。 

③ 建築物（非住宅）の応募は、いずれも地方都市におけるプロジェクトで、中小規模

の事務所ビルの新築提案、大規模複合開発におけるエネルギーマネジメントの提案

であった。住宅の応募は、地域工務店等による省 CO2 型住宅の普及を目指す新築、

改修プロジェクトであった。 

④ 建築物（非住宅）の一般部門では、新築 1 件、マネジメントの 1 件を先導事業に相

応しいものと評価した。新築の 1件は、地方都市の地域特性を生かした多様な省CO2

技術をバランス良く導入するもので、伝統技術と先進技術を融合する取り組みを先

導的と評価した。また、マネジメントの 1 件は、エネルギー需給の双方で様々な技

術と対策を導入し、街区全体の最適化を図る取り組みは意欲的で、高度で先導的な

モデルになり得ると評価した。 

⑤ 建築物（非住宅）の中小規模建築物部門では、2 件を先導事業に相応しいものと評

価した。いずれも事務所ビルの新築で、汎用性の高い技術によって規定する環境性

能・省エネ性能の達成を目指すもので、波及性・普及性が期待できると評価した。 

⑥ 住宅の一般部門では、改修 1 件を先導事業に相応しいものと評価した。これは地域

の実情に合わせて、部分改修も視野に入れ、断熱・耐震・設備の一体的な改修を提

案するもので、取り組みが遅れている既存住宅の性能向上への取り組みとして高く

評価した。 

⑦ 今回は、小規模事務所ビルの新築、複数建物を対象としたエネルギーマネジメント、

既存住宅の改修など、多様な取り組みが地方都市において提案された点が特徴であ

る。今後も、これまでに採択事例が少ない地域での提案や、過去の採択事例で提案

された様々な省 CO2技術を上手く活用し、省 CO2の取り組みの波及・普及につなが

る提案、電力と熱の両面からエリアあるいはシステム全体の効率化や平準化を図る

提案、より具体的な波及・普及への工夫を盛り込んだ住宅の提案など、数多くの応

募を期待したい。 

 

[ＬＣＣＭ住宅部門] 

① 今回は令和元年度第 1 回の採択事業者以外を対象に募集が行われ、応募数は 8 件で

あった。 

② これまでと同様に、住宅の年間供給実績戸数が様々な規模の事業者から応募があり、

提案された LCCM 住宅では、木造、鉄骨造の取り組みが見られた。 

③ モデルプランによる LCCM 住宅の提案は、いずれも長期優良住宅の認定取得を目

令和元年度（第２回）サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）の評価 

 

別添 
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指し、断熱性能の向上や高効率設備の採用などバランスの良い取り組みを行うもの

であった。 

④ 今回の応募案件は、LCCO2の算定結果が 0 以下となるもの、省エネ基準を超えた一

定水準以上の断熱性能を有するものなど、基本要件を全て満足しており、省 CO2技

術の波及・普及に資するものとして評価できた。 

⑤ 今後も全国の様々な事業者が LCCM 住宅の普及に取り組む積極的な応募に期待し

たい。 

 

（２）先導事業として適切と評価したプロジェクトの一覧と概評  

プロジェクト名

代表提案者

ＨＳ計画（清水建設株式会
社 北陸支店 新社屋計

画）

地方都市 札幌市における
先導的エネルギーセンター

プロジェクト

常盤工業株式会社 本社
改築工事

石黒建設株式会社 新社屋

建築における省ＣＯ2先導事

業

多世帯同居住み継ぎ地域

に根ざす省CO2改修プロ
ジェクト

マネジ

メント

新築

建築物
(非住宅)

/一般部門

建築物
(非住宅)

/中小規模

建築物
部門

地方都市において、地域の実情に合わせて部
分改修も視野に入れ、断熱・耐震・設備の一体

的な改修を提案するもので、取り組みが遅れ

ている既存住宅の性能向上への取り組みとし
て高く評価した。改修効果の事後評価がなさ
れ、その結果を広く公表することで、さらなる波
及につながることを期待する。

戸建住宅の改修プロジェクト。多世帯同居型

で大型な戸建住宅に暮らす世帯が多いという

北陸地方の特性を踏まえ、「生活一体空間」を
設定し、区画断熱・部分耐震、自立運転可能
な高効率設備などを組み込んだ省CO2改修を
実施し、長寿命化、健康、安心と災害時の自
立性の向上を図る。

戸建住宅
/一般部門

改修

石友リフォームサービス株
式会社

常盤工業株式会社

北海道ガス株式会社

石黒建設株式会社

小規模事務所ビルの新築プロジェクト。高断熱
化や各種高効率設備の採用など、汎用性の
高い技術をまとめて実施することで省エネ・省

CO2の実現を目指す。また、国産木材や雨水

の利用を図るほか、太陽光発電と蓄電池を設

置し、非常時の照明などに利用する。

小規模の事務所ビルとして、CASBEE・Sラン
ク、BELS・5つ星の達成を目指し、建築計画、

設備計画において多様な技術がバランス良く

提案され、地方都市に多い中小規模建築物へ

の波及性・普及性が期待できるものと評価し

た。

地方都市の大規模複合開発におけるエネル

ギーマネジメントプロジェクト。街区内に設置

するエネルギーセンターから統合型インフラ及
び高度ＥＭＳを活用して、需給双方向の統合

的な最適制御によるエネルギー供給を行うこと

で、低炭素で災害に強いまちづくりに貢献す

る。

エネルギー需給の双方で様々な技術と対策を

導入し、街区全体の最適化を目指す取り組み

は意欲的で、高度で先導的なエネルギーマネ

ジメントのモデルになり得ると評価した。地方
都市におけるリーディングプロジェクトとして、

マネジメント体制・活動が継続的に機能し、波

及・普及につながることを期待する。

小規模事務所ビルの新築プロジェクト。多日照

で風力がある浜松の地域特性を生かして自然

エネルギーを最大限に活用する。気候に合っ
た建築形態と、快適性や健康性に配慮した汎

用技術の組合せで、地産地消型のZEBを目指

し、小規模な先導的環境配慮オフィスとして地

域への波及を図る。

小規模の事務所ビルとして、CASBEE・Sラン

ク、BELS・5つ星の達成を目指し、汎用性の高
い技術がバランス良く提案され、地方都市に多

い中小規模建築物への波及性・普及性が期待
できるものと評価した。

建物種別 概評

中小規模の低層事務所ビルの新築プロジェク

ト。金沢の地域特性を生かした井水や卓越風
の利用、既存景観との調和を図るファサードな

どによって超環境型オフィスの実現を目指す。

また、各種省CO2技術を見学・体感できる空間

計画とすることで地域への普及・波及につなげ

る。

建築計画、設備計画に地域特性を踏まえた多
様な省CO2対策を導入するもので、伝統技術

と先進技術を融合する取り組みは先導的と評

価した。また、井水を利用した躯体蓄熱空調な
どの新しい取り組みの効果検証がなされ、そ
の結果を広く公表することで、波及・普及につ

ながることを期待する。
清水建設株式会社

区分 提案の概要

新築
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サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 

 

採 択 事 例 の 概 要 
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NO 1

部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 清水建設株式会社　北陸支店　新社屋 所在地 石川県金沢市

用途 事務所　 延床面積 4,081㎡

設計者 清水建設株式会社北陸支店一級建築士事務所 施工者 清水建設株式会社　北陸支店

事業期間

概評
建築計画、設備計画に地域特性を踏まえた多様な省CO2対策を導入するもので、伝統技術と先進技
術を融合する取り組みは先導的と評価した。また、井水を利用した躯体蓄熱空調などの新しい取り組
みの効果検証がなされ、その結果を広く公表することで、波及・普及につながることを期待する。

参考図

ＨＳ計画
（清水建設株式会社　北陸支店　新社屋計画）

清水建設株式会社

提案
概要

中小規模の低層事務所ビルの新築プロジェクト。金沢の地域特性を生かした井水や卓越風の利用、
既存景観との調和を図るファサードなどによって超環境型オフィスの実現を目指す。また、各種省CO2
技術を見学・体感できる空間計画とすることで地域への普及・波及につなげる。

事業
概要

2019年度～2021年度

井水槽 AHU蓄熱槽

蓄電設備

オフィス

会議室等 オープンエリア

WC・        

蓄電室

車路

エントランス・カフェエリア

井戸ポンプ

FCUFCU

FCU FCU

太陽光パネル

クールピット・ウォームピット

自然採光

自然通風・ナイトパージ

トップライト

床躯体蓄熱

機械室機械室

CB
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NO 2

部門 マネジメント 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 新さっぽろI街区内7棟 所在地 北海道札幌市厚別区

用途 病院3棟、医療ビル、商業施設、ホテル、タワーマンション 延床面積 117,122㎡

設計者 大成建設株式会社 施工者 大成建設株式会社

事業期間

概評

エネルギー需給の双方で様々な技術と対策を導入し、街区全体の最適化を目指す取り組みは意欲的
で、高度で先導的なエネルギーマネジメントのモデルになり得ると評価した。地方都市におけるリー
ディングプロジェクトとして、マネジメント体制・活動が継続的に機能し、波及・普及につながることを期
待する。

参考図

地方都市 札幌市における
先導的エネルギーセンタープロジェクト

北海道ガス株式会社

提案
概要

地方都市の大規模複合開発におけるエネルギーマネジメントプロジェクト。街区内に設置するエネル
ギーセンターから統合型インフラ及び高度ＥＭＳを活用して、需給双方向の統合的な最適制御による
エネルギー供給を行うことで、低炭素で災害に強いまちづくりに貢献する。

事業
概要

2019年度～2022年度
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NO 3

部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・中小規模建築物部門）

建物名称 常盤工業株式会社　本社 所在地 静岡県浜松市中区

用途 事務所 延床面積 1,746㎡

設計者 常盤工業株式会社一級建築士事務所 施工者 常盤工業株式会社

事業期間

概評
小規模の事務所ビルとして、CASBEE・Sランク、BELS・5つ星の達成を目指し、建築計画、設備計画に
おいて多様な技術がバランス良く提案され、地方都市に多い中小規模建築物への波及性・普及性が
期待できるものと評価した。

参考図

常盤工業株式会社　本社改築工事 常盤工業株式会社

提案
概要

小規模事務所ビルの新築プロジェクト。多日照で風力がある浜松の地域特性を生かして自然エネル
ギーを最大限に活用する。気候に合った建築形態と、快適性や健康性に配慮した汎用技術の組合せ
で、地産地消型のZEBを目指し、小規模な先導的環境配慮オフィスとして地域への波及を図る。

事業
概要

2019年度～2020年度
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NO 4

部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・中小規模建築物部門）

建物名称 御器所一丁目計画　新築工事 所在地 愛知県名古屋市昭和区

用途 事務所 延床面積 1,284㎡

設計者 石黒建設株式会社一級建築士事務所 施工者 石黒建設株式会社

事業期間

概評
小規模の事務所ビルとして、CASBEE・Sランク、BELS・5つ星の達成を目指し、汎用性の高い技術が
バランス良く提案され、地方都市に多い中小規模建築物への波及性・普及性が期待できるものと評価
した。

参考図

石黒建設株式会社
新社屋建築における省ＣＯ2先導事業

石黒建設株式会社

提案
概要

小規模事務所ビルの新築プロジェクト。高断熱化や各種高効率設備の採用など、汎用性の高い技術
をまとめて実施することで省エネ・省CO2の実現を目指す。また、国産木材や雨水の利用を図るほか、
太陽光発電と蓄電池を設置し、非常時の照明などに利用する。

事業
概要

2019年度～2020年度
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NO 5

部門 改修 建物種別 住宅（戸建住宅）

建物名称 － 所在地 －

用途 戸建住宅 延床面積 －

設計者 － 施工者 －

事業期間

概評

地方都市において、地域の実情に合わせて部分改修も視野に入れ、断熱・耐震・設備の一体的な改
修を提案するもので、取り組みが遅れている既存住宅の性能向上への取り組みとして高く評価した。
改修効果の事後評価がなされ、その結果を広く公表することで、さらなる波及につながることを期待す
る。

参考図

多世帯同居住み継ぎ地域に根ざす
省CO2改修プロジェクト

石友リフォームサービス株式会社

提案
概要

戸建住宅の改修プロジェクト。多世帯同居型で大型な戸建住宅に暮らす世帯が多いという北陸地方
の特性を踏まえ、「生活一体空間」を設定し、区画断熱・部分耐震、自立運転可能な高効率設備など
を組み込んだ省CO2改修を実施し、長寿命化、健康、安心と災害時の自立性の向上を図る。

事業
概要

2019年度～2022年度
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サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 

 

完 了 事 例 の 概 要 
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ＮＯ 1

部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 なんばスカイオ 所在地 大阪府大阪市中央区

用途 事務所　物販店　飲食店　その他 延床面積 85,946 ㎡

設計者 株式会社　大林組 施工者

事業期間 平成27年度～平成30年度

参考図

（仮称）新南海会館ビル省CO2先導事業 南海電気鉄道株式会社

提案
概要

南海なんば駅に直結するテナントオフィスを中心とした複合用途ビルの新築計画。知的生産性向上と健康
増進に寄与する省CO2技術、熱融通によるターミナル全体のエネルギーの効率化、ターミナルの防災性も
高める支援型BCP対応を３つの柱とし、「コスト増の抑制」と「省CO2＋αの付加価値」をコンセプトに普及
性の高い省CO2技術の導入を図る。また、不特定多数が利用するターミナルでの取り組み成果を発信す
ることで、さらなる普及を目指す。

事業
概要

概評

執務者の健康増進と知的生産性の向上、ターミナルとしての非常時の機能維持、街区全体でのエネル
ギー融通など、都心のターミナルとテナントオフィスにおける省CO2対策として求められる課題にもれなく
対応する取り組みは、波及、普及につながるものと評価した。特に、セキュリティカードと連動したセンサー
による活動量の管理はウェルネスオフィスの実現に向けた取り組みとして興味深く、本事業を通じて効果
の検証がなされることを期待する。

大林組・竹中工務店・南海辰村建設　共同企業体
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ＮＯ 2

部門 新築 建物種別 住宅（共同住宅）

建物名称 （仮称）クラシオン小笹Ｆ棟 所在地 福岡県福岡市中央区

用途 共同住宅 延床面積 6,583 ㎡

設計者 西日本技術株式会社 施工者 岩崎・柿原特定建設工事共同企業体

事業期間 平成27年度～平成30年度

参考図

概評

地方都市における賃貸共同住宅において、様々な世帯が混在する特性に合わせて、燃料電池と高効率
給湯器を活用し、住棟内で燃料電池の余剰電力を融通するとの取り組みは意欲的かつ現実的な省CO2
対策として評価できる。また、行政、大学とも連携した効果検証が予定されており、複数の媒体による省エ
ネ行動支援を含め、その成果が広く公開されることで、同団地や他の賃貸共同住宅への波及、普及につ
ながることを期待する。

ふくおか小笹賃貸共同住宅における
燃料電池を利用したエネルギー融通プロジェクト

福岡県住宅供給公社

提案
概要

市内中心部近郊の大規模団地における賃貸共同住宅の建替え計画。様々な世帯が混在する賃貸住宅
の特性を踏まえ、ファミリー住戸には燃料電池を設置、少人数向け住戸には潜熱回収型ガス給湯器を設
置するなど、適材適所の省エネ設備を配置し、燃料電池の余剰電力をその他住戸へ融通することで、さら
なる効率化を図る。また、モデル的住宅の検証体制を構築し、成果をフィードバックすることで福岡県下の
民間賃貸住宅への波及を目指す。

事業
概要
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ＮＯ 3

部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 市立伊勢総合病院 所在地 三重県伊勢市

用途 病院　 延床面積 25,850 ㎡

設計者 株式会社安井建築設計事務所 施工者

事業期間 平成28年度～平成30年度

参考図

概評
平常時の省CO2と非常時の医療業務の継続に向けて、建築・設備の各種省CO2技術をバランス良く活用
する取り組みは、地方都市の病院として波及・普及が期待できるものと評価した。早期施工者関与方式や
エネルギーサービス事業といった新たな試みの利点・成果についての公表を期待する。

事業
概要 病院棟：清水建設株式会社JV（吉川建設株式会

社、株式会社伊藤工務店、株式会社山信工業、シ
ンフォニアエンジニアリング株式会社）
エネルギー棟：未定

新市立伊勢総合病院建設計画
清水建設株式会社

伊勢市

提案
概要

地方都市の基幹施設である市立病院の新築プロジェクト。平常時の省CO2と非常時の医療業務継続を両
立する環境防災技術を導入するほか、計画・建設・運営までの事業体制及び病院スタッフと建設事業関係
者が一体となった事業体制を構築し、地方都市省CO2病院のモデルを目指す。
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ＮＯ 4

部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 瑞浪市立瑞浪北中学校 所在地 岐阜県瑞浪市

用途 学校 延床面積 7,939 ㎡

設計者 株式会社日建設計 施工者

事業期間 平成29年度～平成30年度

参考図

概評
地域性を生かした各種の省エネルギー計画と再生可能エネルギーの活用、環境教育システムの構築な
ど、ハード面からソフト面までの意欲的な取り組みは先導的であり、今後のゼロエネルギースクールの実
現に向けたモデルになるものと評価した。

スーパーエコスクール瑞浪北中学校 岐阜県瑞浪市

提案
概要

公立中学校の新築プロジェクト。地域の風土･歴史・産業を省エネルギー計画に活用し、健康や学習環境
の向上と省エネを両立する照明・空調システムの導入、環境・省エネ意識を無理なく浸透させることを意図
した環境教育システムの構築によって、ゼロエネルギースクールの先進事例を目指す。

事業
概要

岐建・中島・青協特定建設工事共同企業体

瑞浪の風土・歴史・産業の叡智を活かしたゼロエネルギーシステム

建物を縦断する『登り窯をモチーフにした自然換気』等の概要
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